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論文の内容の要旨 
宮崎みどり氏の博士学位論文は、彫刻における「情景の表現」に関して近代日本彫刻を軸に、その彫
刻表現としての可能性を検討したものである。その要旨は以下の通りである。 
 序章では、著者は彫刻において表現することが困難である人物像の周囲の様子に着目し、この周囲の
様子を含めた人物表現を「情景の表現」と定めている。そして、情景を表現することが彫刻の空間性を
高めることであると仮定している。これを裏付けるために、近代日本（明治初期頃～終戦）の彫刻に重
点を置きながら、近代・現代の日本彫刻の調査及び、実験制作が行われている。そして、次の 4つを本
論文の目的としている。 
 目的①近代日本彫刻における情景の表現の位置づけと表現の契機を明らかにする 
 目的②近代以降の日本で彫刻家が情景の表現に取り組んだ動機と表現方法を明らかにする 
 目的③情景の表現を構成する要素の分析とそれらの要素を引き出す方法を提示する 
 目的④制作実践を通して、情景の表現の現代における可能性を検討する 
 研究対象とした近代日本彫刻に関して、著者は、先行研究を含む文献調査、山形美術館所蔵作品、熱
海市立澤田政廣記念美術館所蔵作品、伊豆大島木村五郎・農民美術資料館所蔵作品等の実見調査を踏ま
えて考察を行なっている。 
 第 1章では、近代日本彫刻における主題の変遷の調査が行われている。著者は、情景の表現と関わり
が深い主題として、複数のモチーフが使用される、物語、日常生活、労働、戦争といった主題をあげて
いる。そして、調査をもとに日本彫刻における情景の表現の契機は、1907 年頃、新海竹太郎（1868〜
1927）等当時の彫刻界の中心人物による新しい彫刻への試みにあると判断している。特にその契機とな
る作品として、新海竹太郎の≪かめぶろ≫があげられている。 
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 第 2章では、近代日本の彫刻家が情景の表現を行なった動機として次の 3つがあげられている。 
 動機①表現の独自性を求めた 
 動機②表現の形式化に反発した 
 動機③社会や生活との調和を図った 
著者は、これら 3つの動機のいずれか、あるいは複合した動機が作家らを情景の表現へと向かわせたと
考察している。そして、近代日本彫刻において情景が表現された際に用いられた方法として 3つの方法
をあげている。 
 方法①鑑賞者の共感が得られる題材を設ける 
 方法②人物像の視線によって空間を生み出す 
 方法③題材とする風景から対象を抽出する 
また、第 2章では、著者は現代の彫刻作品の調査を行なっている。そして、現代における情景の表現が、
作家の個人的経験や体験に基づく、記憶の中の風景を表現しようとした時に現れるものと分析をまとめ
ている。 
 第 3章では、著者は「情景の表現」を成り立たせる諸要素として「空間」、「人」、「時間」、「場所」、「モ
チーフ」を挙げ、それぞれについて分析を行なっている。これにより情景の表現を行なった彫刻が、「風
景彫刻」と「人体彫刻」の双方の表現形式の魅力を有し、可能性を秘めた彫刻表現であることが示され
ている。 
 第 4章では、著者は現代における「情景の表現」の可能性を探るため、実験制作を行なっている。実
験制作により、不定形な対象である水を造形化し、人物像と構成して、情景として表現することは、モ
チーフ同士の間隔による空間、造形によって示唆される周りの空間、そしてモチーフ自体が風景を切り
取ったものであることから多様な空間性を有するという結果が得られている。 
 結章では、著者は近代日本彫刻における「情景の表現」には、その時代の鑑賞者にとって身近な主題
が設けられていたことや、モチーフが象徴するものが時代ごとに変化することから、近代という時代性
が現れていると指摘している。そして、時代を表すという意味において、情景の表現の現代における活
用の可能性を示している。また、著者は現代の作家が自己の内面に芸術創作の根源を見出しているとい
う調査結果から、現代において 1つの創作形式となっている情緒的感情を表現することに「情景の表現」
が適していることを提言している。そして、著者は情景の表現は、モチーフ間の空間や周囲の空間等、
多様な空間表現の可能性を含んでいることから、彫刻の空間性を広げうる表現であるとし、「情景の表
現」の現代彫刻の表現としての可能性を提示している。 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
 近代日本彫刻における情景の表現の契機を新海竹太郎作≪かめぶろ≫がその 1つであると位置付けが
行われている。また、作品調査や実験制作に基づき、彫刻で困難とされた人物像の周りの様子や風景を
表現することが結果的に彫刻の空間性を作り出すことにつながると報告している。これまで彫刻の空間
性の議論は、戦後の抽象彫刻における、実質的な空間や設置する環境を問題とするものであった。しか
し、本論文では、近代日本彫刻においても彫刻の実質的な空間や、彫刻が置かれる空間と彫刻との調和
が近代日本の彫刻家の意識としてみられることを明らかにしている。さらに、著者は主題や造形により
鑑賞者の想像を促し、彫刻に仮想的な空間が得られていたことを指摘している。近代日本を軸とした「情
景の表現」という空間性への意識に関する調査が行われたことは、彫刻の空間性の研究として意義深い
ものであった。また、近代の彫刻をより広い視点から把握することにつながったと言える。そして、情
景の表現に必要な要素について分析が行われたことから、「情景の表現」の彫刻における有用性と可能
性を示している。また、著者の制作者としての視点から、情景を表現する実践的な方法の提示が行われ
ていることも、本論文の価値と言える。 
 
平成 29年 1月 12日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（芸術学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
